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■主　催　特定非営利活動法人　ＤＰＩ日本会議　
特定非営利活動法人 神奈川県障害者自立生活支援センター（KILC）
■共　催　神奈川県障害者運動団体連絡会
■後　援　神奈川県／社会福祉法人 神奈川県社会福祉協議会
■会　場　かながわ県民センター　ホール（横浜市神奈川区鶴屋町2－24－2　２Fホール）
■定　員　１５０名（参加費無料）

[問合せ／申込み]　　   特定非営利活動法人 神奈川県障害者自立生活支援センター（KILC）
　　　　　　 　　　　　〈厚木事務所〉〒24３-0０３5　神奈川県厚木市愛甲９５３-２
TEL : 046-247-7503　　FAX : 046-247-7508
E-mail : info@kilc.org 
第１部 （１０：３０～１２：００）
「障害者権利条約」と「国際協力」
～わたしたちにどう関係があるの? ～
講演：長瀬　修氏　東京大学大学院経済学研究科特任准教授

内閣府障がい者制度改革推進会議構成員
「障害者の権利に関する条約（障害者権利条約）」は、２００６年１２月１３日、国連総会で採択され、２００８年５月３日に発効された新しい権利条約で、障害者の権利を保障し、その尊厳を尊重することを目的にしたものです。

２０10年現在78カ国が批准し、わが国もこの条約を批准することをすでに約束しています。 
　ところで、「障害者権利条約」を批准することが、私たちの生活にどのように影響するのでしょうか？
そして現在、グローバル化している社会において、私たちを取り巻く環境も変化しており、「国際協力」も重要になっていく中、権利条約はどのように定めているのでしょうか?
「障害者」もそうでない人も自由で平等に生きるために、どんな社会を目指せばいいのでしょうか？ 
　わたしたちは、条約で示されている権利が確かに保障されるように、「批准」と「完全実施」を目指すフォーラムを神奈川で開催します。
このフォーラムで、人権の世界的な基準を理解し、それぞれの人が自分らしく生きられる社会とはどんなものかを共に考えましょう。
長瀬修氏プロフィール

1959年　　　　　青森県生まれ

1982年　　　　　上智大学外国学部英語学科卒業

1983－1986年　青年海外協力隊員／日本語教師（ケニア：ジョモ・ケニヤッタ農工大学）

1987－1992年　八代英太参議院議員公設第2秘書

1992－1994年　国連事務局障害者班専門職員（日本政府派遣JPO）

1995年　　　　　社会研究大学院（オランダ）代替開発戦略の政治学修士課程修了

2002年－2006年　東京大学先端科学技術研究センター特任助教授

2006年－　　　東京大学大学院経済学研究科特任助教授（障害学）　
現在　　　　　東京大学大学院経済学研究科特任准教授

内閣府障がい者制度改革推進会議構成員

主な著作
「障害者の権利条約―国連作業部会草案」（共編著）2004年／明石書店

「支援・援助者をめざす人たちの基本姿勢」（共著）2002年／一橋出版

「障害学を語る」（共編著）2000年／エンパワーメント研究所

「障害学への招待」（共編著）1999年／明石書店
第2部（１３：００～１７：００）
シンポジウム：障害者のエンパワメント・当事者参画

２０１０年は障害者自立支援法をはじめとする法や制度の見直しが期待できる重要な年である。今年を新たな節目と捉え、障害者の地域生活支援にとって何が大切なのか、どのような「チェンジ＆アクション」が必要なのか議論するとともに、参加者相互でともに考え理解を深めることを目的に、今回はタウンミーティングをＤＰＩ日本会議と共催で企画することとなりました。

ＤＰＩ日本会議では、今年度、キリン福祉財団の助成により全国５ヶ所でタウンミーティングをおこない、大きな成果をあげています。
そして、障害者権利条約に謳われている地域での自立した生活を実現するための法制度のあり方についての検討を重ねてきました。その成果は2009年７月に『障害者総合福祉サービス法の展望』（ミネルヴァ書房）という形で出版されております。

このなかの提案のひとつに、現在の障害者自立支援法に見られるADL判定による障害程度区分に基づく支給決定ではなく、障害者のニードに基づく「協議・調整」による支給決定プロセスを導入するとしています。

ここ神奈川は、障害者運動の発祥の地として自立運動が活発に展開され、地域における障害者の生活拠点づくりを、他に先駆けて行なってきました。

このタウンミーティングでは、ＤＰＩ日本会議の提案と当センターをはじめとする神奈川からの実践報告とを重ね合わせることで、障害者の地域生活を実現するための政策のあり方について共に考える場としたいと思いますのでふるってご参加ください。

プログラム

13：00　開会（12：30　受付）司会進行：DPI日本会議　宮本泰輔／ＫＩＬＣ　鈴木治郎
　　　　　主催者挨拶　　　　　　DPI日本会議　三澤了／ＫＩＬＣ　矢野公代
       　 来賓挨拶　　　　　　 キリン福祉財団／神奈川県障害福祉課
13：20　発題１「障害者総合福祉サービス法の提案に至る背景とこれから」

　　　　　　　　　　　　　　　　明治学院大学　茨木尚子氏

13：40　発題２「障害者自立支援法の現状と見通し～制度の谷間のない制度に向けて～」

　　　　　　　　　　　　　　　　難病の会　　　山本創氏

14：00　発題３「障害者総合福祉サービス法の全体像と理念」

　　　　　　　　　　　　　　　　DPI日本会議　尾上浩二氏　

14：30　発題４「障害者団体が考える神奈川県の役割」
きょうの会　　渋谷治巳氏

14：50　休憩

15：00　パネルディスカッション「当事者が参画する地域資源作りに向けて」

　　　　　ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ　  　障害当事者・支援者の方々3名、DPI日本会議　尾上浩二氏　

　　　　　ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ    　関西地域支援研究機構　北野誠一氏
16：10　質疑応答
16：40　まとめ「神奈川の実践から私たちは何を見いだすのか」

　　　　　　　　　　     関西地域支援研究機構　北野誠一氏
17：00　閉会
　10：30～12：00（受付 10：00）


講　演：「障害者権利条約」と「国際協力」


～わたしたちにどう関係があるの? ～


第２部　13：00～17：00（受付 12：30）


シンポジウム：障害者のエンパワメント・当事者参画





　





２０１０年 ３月１６日（火）
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申込締切：3/10(水)





申込書は裏面にあります
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